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和歌山県の成立

時

　代

　区

　分

古墳時代

飛鳥・奈良・平安時代

鎌倉・室町時代

戦国・安土桃山時代

江戸時代

明治・大正・昭和（戦前）時代

昭和（戦後）・平成時代

旧石器・縄文・弥生時代

明治・大正・昭和（戦前）時代
和歌山県の成立

カール・ケッペンと交代兵
1869（明治２）年， 藩

はん

主
しゅ

徳川茂
もち

承
つぐ

は版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

を申し出て認

められ，和歌山藩知
ち

藩
はん

事
じ

に任命されました。

和歌山藩では，津
つ

田
だ

出
いずる

が徳川茂承に命じられて藩政改革に

取り組みますが，1869年10月，プロイセン（ドイツ）のカー

ル・ケッペンは，「交代兵」という徴
ちょう

兵
へい

制
せい

の軍隊をつくること

を津田に提案しました。ヨーロッパの強国プロイセンの兵制

を参考にしたのです。1870年に定めた「兵
へい

賦
ぶ

略
りゃく

則
そく

」は，身分

の別なく，20歳になった男子を検査し，合格した者から兵役

につかせるようになっていて「交代兵」は，1873年に明治政

府がつくり出そうとしていた徴兵制にさきがけてつくられた

のです。

「交代兵」は，プロイセン式の訓
くん

練
れん

をするので，兵隊の服装

や長距離の行
こう

軍
ぐん

に不向きなわらじを洋
よう

靴
ぐつ

に改める必要がありました。そこで外
がい

務
む

省
しょう

に願い出て，プロイセ

ンから靴製造の技師を雇
やと

い入れました。洋靴の原料となる皮
ひ

革
かく

は，1874年に友
とも

ケ
が

島
しま

へ牛の牧
ぼく

場
じょう

を設けて供
きょう

給
きゅう

することにし，牛肉を兵士の食料に

しました。同年に始まった「西
せい

洋
よう

沓
くつ

製
せい

法
ほう

伝
でん

習
しゅう

」は，のちに和歌山の地
じ

場
ば

産業

となる皮革産業になり，また兵士の軍

服の整備にともない，「紀州ネル」（綿

ネル）の主産地へと発展しました。し

かし，「交代兵」は民衆にとってたいへ

ん重い負担で，反対運動もおこりまし

たが，廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

の実施によって廃
はい

止
し

さ

れるまで続きました。

廃藩置県と和歌山
1868年10月，紀州藩は和歌山藩・ 田

た

辺
なべ

藩・新
しん

宮
ぐう

藩の３藩に分かれましたが，1871年７月，廃藩置県に

より和歌山・田辺・新宮の３藩は，和歌山県・田辺県・新宮県となりました。江戸時代まで，高野山寺
じ

領
りょう

であった地域は，1869年８月に堺県，1870年４月に五
ご

條
じょう

県と所属を変えながら，1871年11月に和歌山
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県に統合され，伊
い

都
と

郡と那
な

賀
が

郡に分かれ

て入りました。また田辺県は，全域が，

新宮県は新宮川（熊
くま

野
の

川）と北山川の右

岸の部分が和歌山県に統合され，左岸は

度
わたらい

会県（三
み

重
え

県）になりました。そのた

め牟
む

婁
ろ

郡の一部（現在の三重県の南・北

牟婁郡）が度会県になりました。このよ

うに紀伊国を河川によって県域を定めた

ことが，北山村と新宮市熊野川町の一部

に飛
とび

地
ち

を残すことになったのです。和歌

山県への統合が落ち着く間に，飛地とい

う地域がある全国でもめずらしい県境が決まりました。

廃藩置県によって，徳川茂承をはじめ安
あん

藤
どう

直
なお

裕
ひろ

（田辺），水
みず

野
の

忠
ただ

幹
とも

（新宮）らの知藩事は，東京へ移りま

した。その後は，明治政府の役人として，津田出の弟の津田正
まさ

臣
おみ

が県令に任命されて県政を担当し，浜
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

らがそれを助けました。1872年に水
み

戸
と

藩出身の北島秀
ひで

朝
とも

，1874年に土
と

佐
さ

藩出身の神
こう

山
やま

郡
くに

廉
きよ

が県令に

着任しますが，この２人の県令が勤めた約10年間に，初期の和歌山県の政治が確立され，和歌山県発展の

基礎が築かれました。

睦奥宗光と条約改正
睦
む

奥
つ

宗
むね

光
みつ

は，1858（安政５）年に江戸へ遊
ゆう

学
がく

して，勝
かつ

海
かい

舟
しゅう

に弟
で

子
し

入りしました。翌年神
こう

戸
べ

にあった幕府の海軍塾
じゅく

へ入り，

土佐の坂
さか

本
もと

龍
りょう

馬
ま

とも知りあいました。1867（慶応３）年陸奥

は，紀州藩を脱藩して坂本がつくった海
かい

援
えん

隊
たい

に入り，広く世

界への夢
ゆめ

を抱
いだ

くようになりました。

その後，新政府で働くことになり，外
がい

務
む

局
きょく

御
ご

用
よう

掛
がかり

や兵
ひょう

庫
ご

県

知事などをつとめました。和歌山藩の依頼で和歌山へもどり，

一時藩政改革に参加しますが，廃藩置県のとき，新政府に呼

び返されました。1878年，板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らの自由民権運動にも関

係したことが原因で，５年間山形および宮
みや

城
ぎ

の監
かん

獄
ごく

所
しょ

へ送ら

れました。しかし，1882年特
とく

赦
しゃ

で許され，欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

を視察し

た後，帰国し，新政府の外交に関係します。1888年，全権公
こう

使
し

としてアメリカに赴
ふ

任
にん

して，メキシコとの間でわが国最初

の対等の修
しゅう

好
こう

条約を結びました。

1890年の第１回衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

選挙に和歌山１区より当選し，1892年第２次伊藤内
ない

閣
かく

の外務大臣をつとめ，日

本を苦しめている不平等条約改正の交
こう

渉
しょう

を手がけます。1894年に領
りょう

事
じ

裁判権の撤廃と関税自主権の一部回

復を内容とした日
にち

英
えい

通
つう

商
しょう

条約を結ぶことに成功しました。それがきっかけとなり，フランス，オランダな

どヨーロッパの列
れっ

国
こく

の圧力に押されて，徳川幕府が結んだ不平等条約を次々に改正させることになりまし

た。日
にっ

清
しん

戦争後の下
しもの

関
せき

条約を結ぶときも重要な役割をはたしました。

陸奥宗光

明治期の旧県庁


